
研究の概要Ⅱ 

１ 研究主題 

教師の言葉に焦点化した授業改善 

―児童にとって分かりやすい授業の追究― 

２ 主題設定の理由 

本校では昨年度、教員に対して授業方法や授業づくりに関する意識調査を行った。その結果、発問の仕方や、

説明する際の言葉の選び方など、教師が発する言葉に関して困り感を抱いていることが課題として浮かび上が

った。 

授業において学習内容を理解・習得するための教材は様々であるが、その最たる教材は教師自身であると言

われている。教師の言葉や動き、表情によって、児童の思考や活動は大きく左右される。授業中、教師は指示を

出したつもりなのに、児童の手が止まっていることもしばしばである。そんなとき、児童の話の聞き方を注意した

り、少しイライラした様子で「もう一度指示を出します」と繰り返したりする場合もある。さて、ここで授業づくりの

観点で大切になるのは、この教師が自分の指示の出し方、説明の言葉は子どもに分かりやすく伝わるものにな

っていたのか振り返る思考をもてるかということである。日々、１時間１時間の授業をこなしていくのに必死な教

師が、授業中の自分自身の言葉を振り返る余裕が正直なところないと言ってもおかしくない。しかし、それを放

置したままでは、児童の確かな学力は身に付かないどころか、徐々に１時間の授業すら成り立たなくなってしまう

危険性もはらんでいる。 

ただし、踏まえておかなければならないことは、本研究の目的は教師が分かりやすい言葉を使えるようになる

ということでない。あくまでも、授業づくりの１つの視点として教師の発問や指示、説明、称賛などの言葉が工

夫・改善されることにより、分かりやすい授業が行われ、児童がスムーズに学習活動に取り組めたり、学習内容

を確実に習得できたりすることが目的である。 

例えば、５年生の理科「植物の発芽」の学習で、発芽するための条件を見つける導入場面。「植物が発芽する

には、何が必要ですか？」、「発芽するときと、しないときで、何がちがいますか？」これら２つの発問をしたとき、

児童の頭に浮かぶことはきっとちがうはずである。学ばせたい最終ゴールは同じでも、目の前の児童にはどちら

の発問が適当なのか、それは十分に議論する余地がある。 

国士館大学教授の澤井陽介氏＊は「校内研究は授業者の発問や説明といった『指導力の研究』になりがち

だが、授業を改善していくためには『授業づくりの研究』を心がけるべきだ。そのためには、まず『授業記録』をし

っかり取るのは効果的である」と指摘している。澤井氏が示した「主体的・対話的で深い学び」の授業評価の視

点を参考に、授業改善に取り組んでいく。 

また、昨年度まで教員が取り組んできた授業力向上研修の成果も踏まえ、職層、年齢、担当学年の垣根を越

えて、３つのグループを編制し、協働的な授業づくり体制をつくる。相互に授業を見合うことで、他の教員の分か

りやすい授業を参考にしたり、授業づくりの困り感を相談したりできるようにする。教師の言葉に焦点を当て授業

改善を行い、児童にとって分かりやすい授業づくりを行うことで、児童の学力が向上すると考え、本研究主題を

設定した。 
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